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「飛鳥会事件」を皮切りにした過熱報道は、部落解放運動はもちろん、同和行政
や同和教育・保育など、部落問題の解決を願う人々の心胆を寒からしめました。マス
コミによる「部落＝暴力団」「同和＝利権」といった一方通行の過剰な報道はあっても、
「わたしたちの側」からの情報開示・発信はなく、「議論」の場もないままの状況に一
石をと、10 月 3 日、この問題で積極的な発言をしておられる大賀さんを招いて意見交
換をおこないました。
いろんなことを考えさせられましたが、「たった一人の言動が全体の評価にな

る」ということ、つまり、たった一人の不心得者であっても、たった一つの不祥
事であっても、「やっぱり、部落は…」とひとくくりにされてしまうということで
す。部落問題とはそういう問題なんだということを私たちは心に刻まねばならな
いと改めて思いました。
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●部落差別について学習をする時に、な
ぜ寝た子を起こすようなことをするのだ
ろうか…と思うこともありました。でも
今日の角岡さんのお話を聞いて、はっと
させられる思いでした。「最初は誰でも
意識する、でも付き合っていくうちにだ
んだん意識しなくなる。それでいい」こ
のことは、とても納得する言葉で、これ
からの人権を学習する、子どもたちに伝
えていくいい勉強になりました。

●「○○だから」といって排除されない
社会　くさいものにフタをしない社会こ
ういう社会にしていくために教育の現場
で明日からも頑張りたいと元気をもらい
ました。

●今まで部落もんだい…というと、差別
されてきてつらいおもいなど聞くことが
多かった中、今日はちがう意味でもっと
話ききたいと思ったし、知りたいと思
いました。　

●[部落民であることが明らかになって
も受け入れられる社会が来るのが本当だ
と思います。

●新しい視点での話でとてもおもしろ
く、新鮮に聞けた。もっと知りたい、勉
強したいと思いました。

15



　　～豊中企業人権協との交流会～
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時間時間時間時間時間：：：：：午後午後午後午後午後 11111 時～時～時～時～時～ 55555 時時時時時
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